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た ん ぽ ぽ の 郷 後 援 会 の ご 案 内た ん ぽ ぽ の 郷 後 援 会 の ご 案 内

たんぽぽの郷後援会は、横須賀・三浦地区に在住の「自閉症」という障害を伴った人たちが、

ともに生きる仲間として、地域で生活していくために必要な援助に取り組んでいる【社会福祉法人

横須賀たんぽぽの郷】の活動を支援する事を目的に組織されました。

▼ 年 会 費 個人会員 １口 ３，０００円

団体会員 １口 １０，０００円

たんぽぽの郷後援会にご理解、ご協力くださる方は、下記の郵便為替口座をご利用ください。

郵 便 為 替 口 座 番 号 ００２４０－９－１７４７４

郵便為替口座加入者名 た ん ぽ ぽ の 郷 後 援 会

ボランティアさん 募集中

わたげ・わたげ分場・こっとんはうすで

自閉症を伴う方々と一緒に何か活動してみませんか？

作業の検品､余暇活動の支援､清掃等

お手伝いをしていただける方がいましたら､ご連絡ください！！

〈連絡先〉

わ た げ 電話：０４６－８４４－００３８ （担当：わち）

E－mail：aaq40690@hkg.odn.ne.jp

わ た げ 分 場 電話：０４６－８８８－３９６１ （担当：すずい）

E－mail：adz13970@ams.odn.ne.jp

こっとんはうす 電話：０４６－８５２－８３５５ （担当：さかい）

E－mail：adu88990@ams.odn.ne.jp


編集後記～編集部～

先日、上の娘が誕生日プレゼントを祖母と買いに行き、私と下の娘は留守番に。下の子が「ラッ

コが見たい」とせがむので水族館に連れて行く事にしました。楽しいひとときだったのですが娘を

持ち上げたり下ろしたりして見せてあげている時でした。「グキ！」嫌な音がした後、腰に激痛が

…。一瞬青ざめましたが、思ったよりひどくなく、腰を曲げながらでも歩く事が出来ました。私を

含め、わたげと分場の皆さんも 30 代 40 代を迎え、お互い気をつけなければ、と思う今日この頃で

あります。

私の腰はともかく、今回の内容はいかがだったでしょうか。今後もより読みやすく、分かりやす

く、楽しい紙面になるようにしていきたいと思っております。編集部はいつでも読者の皆様の率直

なご意見、ご感想、ご批判も(あまり厳しいのはご勘弁…）をお待ち申し上げております。

編集部 鈴井

編 集 社会福祉法人 横須賀たんぽぽの郷 〒 239-0824 横須賀市西浦賀３－１３－２１

TEL:046-844-0038 ／ FAX：046-844-0036 E － mail：aaq40690@hkg.odn.ne. jp
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KAS

発行人 神奈川県自閉症児・者親の会連合会

代表者 内田照雄 〒243-0035 厚木市愛甲910-1コープ野村6-109

（毎月1回15日発行） 購読料1部 100円
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今回は分場を利用されているＴさんが取り組んだカバンの整理について

特集しています！

詳しくは２ページからの「Ｗ・Ｄ・Ｓ・Ｎ１５」をご覧下さい！

あ っ ぷ

こっとん

Ｖｏｌ．９１
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「Ｗ・Ｄ・Ｓ・Ｎ １５（Ｗatage Daily Support News） 」

～ カバンの中身を整理して快適な分場ライフを！ ～

－２－

Ｔさんのちょっとこまっていること

わたげ分場に通われているＴさんはとてもユーモアのある人です。よくご自分が見て

いるらしいテレビの話をしてくれます。「大原麗子さん若手女優さんだよ」「夜のヒット

パレード」など、何故かちょっと話題は古いのですが…。また、地図や旅の本も好きで

「名古屋の～は美味しいんだよ」等とも教えてくれたりします。

彼は作業が終わる毎に出来高表に○をつけています。表の全てに○がつくと給料をも

らい、そのお金で好きな本を買いに行きます。やっぱり好きな旅行の本が多いです。し

かし問題がひとつありました。財布の入っている鞄がいつもパンパンだったのです。職

員が給料を渡す際に、そのお金を入れる財布が中々出てきません。「ないー」「忘れちゃ

ったよー」と叫んだりする事もありました。結局は床や机に鞄の中身を出し、お店を広

げてやっと財布を見付け、「ありましたよ」と笑顔で職員に給料をもらいにくる場合が

殆どでした。

職員は鞄がパンパンなのは勿論知っていましたし、詳しく覗いた事はなかったものの、

財布を探す際にお店を広げるので何が入っているのかも概ね分かっていました。彼の鞄

の中には本当に色々なものが入っていました。菓子パンの空き袋、タブレット状のガム

の容器、ふりかけの空き容器、スーパーで購入したと思われる寿司などのプラスチック

製の皿、殆ど書けなくなったマジックペンなど職員が見る限り、分場では必要なさそう

なものばかりでした。

整理をしよう！

そこで、鞄の中身を整理しようと提案しました。

彼は字を読む事ができ、内容も理解できます。そ

こで前日に鞄の整理をする事を予告しました。実

行する日は、いつも財布を探すのに困っている給

料を貰う時と決めました。整理してから給料を渡

す事で財布が取り出しやすく、整理する事のメリ

ットを感じて貰いたいというのが一つの狙いでし

た。予告した文書は右の通りです。

必要なものを入れる箱、要らないものを入れる

箱とゴミ箱にそれぞれ紙を貼り付け、用意してお

きました。

当日、スケジュールにいつ、誰と行うのかを明

記し、確認しました。時間になるとご本人自ら「整

理しますよ」と職員に言ってきてくれました。

鞄の中のものは他人からどう見えようとご本人

の私物です。どれが必要でどれが不必要なものか、

ご本人に聞かなければわかりません。ただ、今回

整理するにあたり、明らかにゴミと思われるもの

は職員が「これはゴミです。捨てましょう」とは

っきり伝える事にしました。

Ｔさんへ お知らせ

明日4月14日、ツタヤに行って本

を買います。

その前に、カバンの中身を鈴井さ

んと一緒に確認しましょう。ゴミやふ

ぁずに必要のないものがはいってい

て、財布が出しにくいと思います。

鈴井さんといっしょにカバンの中

身を確認して、ゴミはゴミ箱に捨て

ます。ゴミは鈴井さんがゴミ捨て場

にだします。

2010年度はカバンをきれいに整

理して、必要なものをすぐ出せる、

すてきなカバンになるよう、鈴井さ

んといっしょにやっていきましょう。

カバンの中身が整理されている事は

とてもすてきでかっこいい事です。

鈴井さんも協力します。よろしくお

ねがいします。
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このコーナーでは毎月「横須賀たんぽぽの郷」 新ニュースをトピック

スでお伝えして行きます。

ものとらっくまるちとらっく
No.43

篁一誠先生 わたげ来所

４月１６日（金）、６月１８日（金）に、篁先生（PDDｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰｸﾞﾘｰﾝﾌｫｰﾚｽﾄ）が
来所されました。日中のわたげの様子を見ていただき、ケース会議にて講義と、職
員からの質問に対するアドバイスをいただきました。

今回の講義は「生理的な特徴」というテーマでした。自閉症の方の中には、天気
予報を気にする人が多くいますが、それは彼らなりの情報収集ではないかと先生は
話します。ある自閉症の方は、台風が発生した時に不安定になっていたのが、今は
落ち着いて過ごせるようになったそうです。それは、自分が不安定さを感じるのは
台風が発生した時だということを理解し、インターネットで常に天気図を確認して
いるからということでした。

そのような理解が難しい方もいますし、不安定になる理由が分かっても気象条件
を変えてあげることは出来ません。しかしなぜつらさを感じているのかを理解しそ
の気持ちに寄り添ってあげることは出来るのです。そして、彼らの行動にある様々
な背景は、日々の記録を取り続け振り返ることで見えてくるものだというお話を聞
き、記録の大切さを改めて感じました。

広瀬宏之先生 わたげ来所

７月２日（金）に、広瀬先生（横須賀市療育相談センター）が来所され、ケース
会議を行いました。今回は、職員からの個々の利用者の質問に対しアドバイスをい
ただきました。

自閉症の方のさまざまな行動（自傷行動や大きな声を出す、腕や足を激しく振る
等）には、自分を落ち着かせようとしていたり、その人なりの意味を持っている。
薬物治療によりその行動だけを抑えようとしても解決にはならない。その行動がそ
の人にとってなぜ必要なのかを考え、その行動を取らずに済む環境や対応を提供す
ること、または代替えになる行動（何かを叩く行動を落ち着く手段としているのな
ら、頭を叩く代わりにまくらを叩いてもらう等）を提案することの大切さと効果を
先生のアドバイスから学びました。

こっとんはうす送迎車が新しくなりました

神奈川県共同募金会
より助成を受け、送迎
車を購入しました。

ありがとうございま
した。

オンブズマン来所

６月２３日（水）、
オンブズマン２名が来
所し、わたげの利用者
や支援の様子を見てい
ただきました。
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し、空き袋や空き容器も大量に出てきました。職員も少し驚いたというのが正直な所で

すが、一つ一つ必要な物か、ゴミかを丁寧に分けていきました。判断が難しい物は「こ

れはどう？」とご本人に聞きながら行いました。殆ど「捨てますよ」と答え、大部分を

ゴミとして処分する事になり、7 ～ 8 キロあった鞄は 0.8 キロまで軽くなりました。全く

いやがる様子はなく、終始スムーズに分別作業は終了しました。事前に予告したことも

重要でしたし、ご本人もその機会を待ち望んでいたのかもしれません。自閉症の方がよ

く言われてしまう決め事とかこだわりとかではありません。それはこちらの思い込みで、

単にきっかけがつかめなかっただけではないでしょうか。

整理したカバンの維持

鞄がある日突然一杯になったわけではありま

せん。彼はちょっとしたものでも鞄に入れる事

が習慣のようになっています。その行為自体を

止めたりとがめたりする必要はないと考えま

す。ただ、また財布を出す時に焦ったり困る事

にならないよう、一定量が貯まったら整理する

事にしました。とはいっても毎日職員が鞄の中

身をチェックする訳ではありません。ご本人が

入れておきたい物も当然あるでしょうし、誰し

も鞄を他人に覗かれるのは気分のいい事ではあ

りません。プライバシーの問題であり、職員は

その点を十分配慮しなければなりません。そこ

で、私たちは毎朝鞄の重さを量ってもらう事に

したのです。鞄の重さチェック表を作成し、ご

自分でチェックしてもらう事にしました。キロ

数の横にチェック欄があり、2.5 キロを超える

と再度職員と整理する事を前回と同様文書にて

事前にお伝えしました。

Ｔさんへ お知らせ

5月6日木曜日からカバンの重さチ

ェックを始めます。通所したら重さ

を量る場所に来て、カバンを体重計

に乗せて下さい。

体重計にカバンを乗せたら、重さ

の所にペンで丸をつけてください。

カバンの重さが「合格」の数字で

あればＯＫです。もし、重さが「残

念」であれば、午後、職員とカバン

の中身を整理します。

鈴井さんも庄司さんも梶原さんも、

Ｔさんが自分でカバンの整理をして

ほしいと思っています。重さを量っ

てみて、「残念」に近づいてきたら、

自分の部屋で要らない物をゴミ箱に

捨てて来て下さい。

難しかったら職員が手伝いますの

で心配しなくて大丈夫です。



1980年5月7日 第三種郵便物認可 2010年7月15日発行 ＫＡＳ1281号
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それから

ご本人の分場での一日は毎朝鞄を体重計に乗せ、

重さをチェックして表に○をつける事から始まり

ます。職員もご本人が○をつけたチェック表を確

認し、基準値内にあれば「すばらしい！」と声を

かけています。

現在、整理してから 3 ヶ月経過しました。鞄の

重さは徐々に増え、一時は 2.2 キロまでに増えまし

た。職員も「いよいよ？」と思った翌日には 1.6 ㎏

まで下がったりする事を繰り返しています。ご本

人は何も言ってくれませんが、しっかり重さを意識

してくれているのかもしれません。まだ 2 回目の鞄

の整理は行っていません。

鞄の中身が整理された事で、給料をもらう際には

すぐ財布が取り出せるようになり、困ってしまう事

はなくなって、気持ちよく本屋さんに出発できてい

ます。

ちょっとした物でも鞄にしまうのは彼の習慣です。中身

が増えてくるのは良しとしましょう。基準値内で維持でき

ている事を評価し、ご本人の努力を認める対応を続け、一

定量に達した際にまた整理をすれば良いのではないでしょ

うか。ご自身が鞄の中身を自ら整理する、維持する意識を

持てているかどうか判断する為、現在職員としては 1 年間

という期間を設定し、評価を続けています。今後もしばら

く長い目で見ていきたいと思っています。 鈴井 研二

５月から 「わたげ」で非常勤職員として働かせて頂いております、栁下 美佳

（やぎした みか）と申します。小学校２年生の娘がおりま

す。子供が生まれてからはずっと専業主婦をしており、約

８年ぶりのお仕事になります。ＯＬ時代は、給料のほとん

どを海外旅行に費やし遊びまわっておりました。特にハワ

イが大好きです。老後はハワイで暮らせたら…？などと憧

れています。

今回、初めての福祉のお仕事を経験し、まだ２ヶ月程です

が、「とても奥が深く、やりがいの有るお仕事だなぁ～」…

と言うのが正直な感想です。

これから色々な事を先輩職員に教わりながら、少しでも利

用者の方々へお手伝いが出来るように、一生懸命頑張りた

いと思います。どうぞ宜しくお願い致します。

1980年5月7日 第三種郵便物認可 2010年7月15日発行 ＫＡＳ1281号

－５－

『 お ～ い 、 ご と ー く ー ん ！ ！ 』

最 近 、 私 が 興 味 を 持 っ て 追 い か け て い た 話 題 は 、「 は や ぶ さ 」 に
つ い て で す 。「 は や ぶ さ 」 は 、 サ ン プ ル リ タ ー ン と い う 往 復 型 の 惑
星 探 査 を 目 的 に 開 発 さ れ た 、 惑 星 探 査 機 の 名 称 で す 。 小 惑 星 イ ト
カ ワ か ら の サ ン プ ル を 採 取 し 、 地 球 に 持 ち 帰 る こ と に 挑 戦 し て い
た の で す 。 小 惑 星 に は 太 陽 系 の 起 源 を 知 る 手 掛 か り が 残 さ れ て お
り 、 そ の サ ン プ ル を 分 析 す る こ と で 、 太 陽 系 の 謎 を 解 く た め の 重
要 な 手 が か り が 得 ら れ る と 期 待 さ れ 、 ２ ０ ０ ３ 年 ５ 月 に 種 子 島 か
ら 打 ち 上 げ ら れ ま し た 。 そ の 「 は や ぶ さ 」 が ７ 年 間 と い う 宇 宙 の
旅 を 終 え て 、 ２ ０ １ ０ 年 ６ 月 １ ３ 日 地 球 に 戻 っ て 来 ま し た 。 地 球
か ら 約 ３ 億 ｋ ｍ も 先 の 、 わ ず か 直 径 ５ ４ ０ ｍ の 小 惑 星 に 無 人 で 着
陸 し 、 サ ン プ ル を 持 ち 帰 っ た 可 能 性 が あ る と い う か ら 、 ワ ク ワ ク
し ま す 。

エ ン ジ ン の 燃 料 は ど う し て そ ん な に 長 く 持 つ の か 、 地 球 と 離 れ
て 行 く ほ ど 電 波 が 届 く の に 時 間 が か か り 、 指 示 の タ イ ミ ン グ に 遅
れ が 出 る の で は な い か と 、 素 人 な が ら 不 思 議 に 思 う こ と が た く さ
ん あ り ま す 。 そ こ に は 、 最 新 の 技 術 が 用 い ら れ 、 イ オ ン 化 し た 燃
料 を 高 速 噴 射 す る こ と で 、 推 進 力 を 生 み 出 す 省 エ ネ の イ オ ン エ ン
ジ ン が 搭 載 さ れ て い た り 、 地 球 の 重 力 を 利 用 し て 探 査 機 を 加 速 さ
せ る 「 地 球 ス イ ン グ バ イ 」 と い う 方 法 が 用 い ら れ た り 、 距 離 も 位
置 も 探 査 機 自 ら が 判 断 し て 調 整 す る 、「 自 律 誘 導 航 法 」 な ど 、 い く
つ も の 新 し い 試 み が 取 り 入 れ ら れ て い た そ う で す 。 当 然 の こ と な
が ら 、 途 中 幾 多 の 困 難 も あ り ま し た 。 イ ト カ ワ に 着 陸 し た 後 、 燃
料 ガ ス が 漏 れ て 姿 勢 が 制 御 で き ず ７ 週 間 も 行 方 が つ か め な く な っ
た り 、 地 球 を 目 前 に し て エ ン ジ ン の 寿 命 が 尽 き て し ま っ た り 。 こ
の 絶 体 絶 命 の ピ ン チ に 、「 は や ぶ さ 」 を 管 制 し て い る 運 用 チ ー ム の
メ ン バ ー が 、 諦 め な か っ た こ と が 、 地 球 へ 戻 る こ と に 繋 が っ た そ
う で す 。

挑 戦 し 、 諦 め な い 姿 勢 に 、 進 歩 は あ る の だ と つ く づ く 考 え さ せ
ら れ ま し た 。 私 は 、 熱 心 な 天 文 フ ァ ン で は あ り ま せ ん が 、 こ れ か
ら 半 年 く ら い か け て 、 カ プ セ ル の 中 身 を 調 査 す る 中 で 、 イ ト カ ワ
か ら の 物 質 が 見 つ か り 、 そ れ が 、 地 球 誕 生 の 起 源 を 知 る 手 が か り
に な れ ば 、 素 晴 ら し い の で す が 。 期 待 に 胸 が ふ く ら み ま す 。

巷 で は 参 議 院 選 挙 が 終 了 し 、 選 挙 結 果 か ら 考 え る と 、 政 治 の 場 は
よ り 一 層 混 沌 と し た 状 態 に な り そ う で す 。 障 害 者 自 立 支 援 法 に 変
わ る 新 た な 制 度 は 、 ど う な っ て 行 く の か 心 配 は 募 る ば か り で す 。
ま だ 、 旧 法 施 設 の ま ま の 当 施 設 で は あ り ま す が 、「 は や ぶ さ 」 の 地
球 帰 還 に 学 び 、 挑 戦 し 、 諦 め な い 姿 勢 で 、 日 々 少 し ず つ 前 進 し て
い き た い と 思 い ま す 。

わたげ 施設長 後藤博行
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それから

ご本人の分場での一日は毎朝鞄を体重計に乗せ、

重さをチェックして表に○をつける事から始まり

ます。職員もご本人が○をつけたチェック表を確

認し、基準値内にあれば「すばらしい！」と声を

かけています。

現在、整理してから 3 ヶ月経過しました。鞄の

重さは徐々に増え、一時は 2.2 キロまでに増えまし

た。職員も「いよいよ？」と思った翌日には 1.6 ㎏

まで下がったりする事を繰り返しています。ご本

人は何も言ってくれませんが、しっかり重さを意識

してくれているのかもしれません。まだ 2 回目の鞄

の整理は行っていません。

鞄の中身が整理された事で、給料をもらう際には

すぐ財布が取り出せるようになり、困ってしまう事

はなくなって、気持ちよく本屋さんに出発できてい

ます。

ちょっとした物でも鞄にしまうのは彼の習慣です。中身

が増えてくるのは良しとしましょう。基準値内で維持でき

ている事を評価し、ご本人の努力を認める対応を続け、一

定量に達した際にまた整理をすれば良いのではないでしょ

うか。ご自身が鞄の中身を自ら整理する、維持する意識を

持てているかどうか判断する為、現在職員としては 1 年間

という期間を設定し、評価を続けています。今後もしばら

く長い目で見ていきたいと思っています。 鈴井 研二

５月から 「わたげ」で非常勤職員として働かせて頂いております、栁下 美佳

（やぎした みか）と申します。小学校２年生の娘がおりま

す。子供が生まれてからはずっと専業主婦をしており、約

８年ぶりのお仕事になります。ＯＬ時代は、給料のほとん

どを海外旅行に費やし遊びまわっておりました。特にハワ

イが大好きです。老後はハワイで暮らせたら…？などと憧

れています。

今回、初めての福祉のお仕事を経験し、まだ２ヶ月程です

が、「とても奥が深く、やりがいの有るお仕事だなぁ～」…

と言うのが正直な感想です。

これから色々な事を先輩職員に教わりながら、少しでも利

用者の方々へお手伝いが出来るように、一生懸命頑張りた

いと思います。どうぞ宜しくお願い致します。
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『 お ～ い 、 ご と ー く ー ん ！ ！ 』

最 近 、 私 が 興 味 を 持 っ て 追 い か け て い た 話 題 は 、「 は や ぶ さ 」 に
つ い て で す 。「 は や ぶ さ 」 は 、 サ ン プ ル リ タ ー ン と い う 往 復 型 の 惑
星 探 査 を 目 的 に 開 発 さ れ た 、 惑 星 探 査 機 の 名 称 で す 。 小 惑 星 イ ト
カ ワ か ら の サ ン プ ル を 採 取 し 、 地 球 に 持 ち 帰 る こ と に 挑 戦 し て い
た の で す 。 小 惑 星 に は 太 陽 系 の 起 源 を 知 る 手 掛 か り が 残 さ れ て お
り 、 そ の サ ン プ ル を 分 析 す る こ と で 、 太 陽 系 の 謎 を 解 く た め の 重
要 な 手 が か り が 得 ら れ る と 期 待 さ れ 、 ２ ０ ０ ３ 年 ５ 月 に 種 子 島 か
ら 打 ち 上 げ ら れ ま し た 。 そ の 「 は や ぶ さ 」 が ７ 年 間 と い う 宇 宙 の
旅 を 終 え て 、 ２ ０ １ ０ 年 ６ 月 １ ３ 日 地 球 に 戻 っ て 来 ま し た 。 地 球
か ら 約 ３ 億 ｋ ｍ も 先 の 、 わ ず か 直 径 ５ ４ ０ ｍ の 小 惑 星 に 無 人 で 着
陸 し 、 サ ン プ ル を 持 ち 帰 っ た 可 能 性 が あ る と い う か ら 、 ワ ク ワ ク
し ま す 。

エ ン ジ ン の 燃 料 は ど う し て そ ん な に 長 く 持 つ の か 、 地 球 と 離 れ
て 行 く ほ ど 電 波 が 届 く の に 時 間 が か か り 、 指 示 の タ イ ミ ン グ に 遅
れ が 出 る の で は な い か と 、 素 人 な が ら 不 思 議 に 思 う こ と が た く さ
ん あ り ま す 。 そ こ に は 、 最 新 の 技 術 が 用 い ら れ 、 イ オ ン 化 し た 燃
料 を 高 速 噴 射 す る こ と で 、 推 進 力 を 生 み 出 す 省 エ ネ の イ オ ン エ ン
ジ ン が 搭 載 さ れ て い た り 、 地 球 の 重 力 を 利 用 し て 探 査 機 を 加 速 さ
せ る 「 地 球 ス イ ン グ バ イ 」 と い う 方 法 が 用 い ら れ た り 、 距 離 も 位
置 も 探 査 機 自 ら が 判 断 し て 調 整 す る 、「 自 律 誘 導 航 法 」 な ど 、 い く
つ も の 新 し い 試 み が 取 り 入 れ ら れ て い た そ う で す 。 当 然 の こ と な
が ら 、 途 中 幾 多 の 困 難 も あ り ま し た 。 イ ト カ ワ に 着 陸 し た 後 、 燃
料 ガ ス が 漏 れ て 姿 勢 が 制 御 で き ず ７ 週 間 も 行 方 が つ か め な く な っ
た り 、 地 球 を 目 前 に し て エ ン ジ ン の 寿 命 が 尽 き て し ま っ た り 。 こ
の 絶 体 絶 命 の ピ ン チ に 、「 は や ぶ さ 」 を 管 制 し て い る 運 用 チ ー ム の
メ ン バ ー が 、 諦 め な か っ た こ と が 、 地 球 へ 戻 る こ と に 繋 が っ た そ
う で す 。

挑 戦 し 、 諦 め な い 姿 勢 に 、 進 歩 は あ る の だ と つ く づ く 考 え さ せ
ら れ ま し た 。 私 は 、 熱 心 な 天 文 フ ァ ン で は あ り ま せ ん が 、 こ れ か
ら 半 年 く ら い か け て 、 カ プ セ ル の 中 身 を 調 査 す る 中 で 、 イ ト カ ワ
か ら の 物 質 が 見 つ か り 、 そ れ が 、 地 球 誕 生 の 起 源 を 知 る 手 が か り
に な れ ば 、 素 晴 ら し い の で す が 。 期 待 に 胸 が ふ く ら み ま す 。

巷 で は 参 議 院 選 挙 が 終 了 し 、 選 挙 結 果 か ら 考 え る と 、 政 治 の 場 は
よ り 一 層 混 沌 と し た 状 態 に な り そ う で す 。 障 害 者 自 立 支 援 法 に 変
わ る 新 た な 制 度 は 、 ど う な っ て 行 く の か 心 配 は 募 る ば か り で す 。
ま だ 、 旧 法 施 設 の ま ま の 当 施 設 で は あ り ま す が 、「 は や ぶ さ 」 の 地
球 帰 還 に 学 び 、 挑 戦 し 、 諦 め な い 姿 勢 で 、 日 々 少 し ず つ 前 進 し て
い き た い と 思 い ま す 。

わたげ 施設長 後藤博行
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このコーナーでは毎月「横須賀たんぽぽの郷」 新ニュースをトピック

スでお伝えして行きます。

ものとらっくまるちとらっく
No.43

篁一誠先生 わたげ来所

４月１６日（金）、６月１８日（金）に、篁先生（PDDｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰｸﾞﾘｰﾝﾌｫｰﾚｽﾄ）が
来所されました。日中のわたげの様子を見ていただき、ケース会議にて講義と、職
員からの質問に対するアドバイスをいただきました。

今回の講義は「生理的な特徴」というテーマでした。自閉症の方の中には、天気
予報を気にする人が多くいますが、それは彼らなりの情報収集ではないかと先生は
話します。ある自閉症の方は、台風が発生した時に不安定になっていたのが、今は
落ち着いて過ごせるようになったそうです。それは、自分が不安定さを感じるのは
台風が発生した時だということを理解し、インターネットで常に天気図を確認して
いるからということでした。

そのような理解が難しい方もいますし、不安定になる理由が分かっても気象条件
を変えてあげることは出来ません。しかしなぜつらさを感じているのかを理解しそ
の気持ちに寄り添ってあげることは出来るのです。そして、彼らの行動にある様々
な背景は、日々の記録を取り続け振り返ることで見えてくるものだというお話を聞
き、記録の大切さを改めて感じました。

広瀬宏之先生 わたげ来所

７月２日（金）に、広瀬先生（横須賀市療育相談センター）が来所され、ケース
会議を行いました。今回は、職員からの個々の利用者の質問に対しアドバイスをい
ただきました。

自閉症の方のさまざまな行動（自傷行動や大きな声を出す、腕や足を激しく振る
等）には、自分を落ち着かせようとしていたり、その人なりの意味を持っている。
薬物治療によりその行動だけを抑えようとしても解決にはならない。その行動がそ
の人にとってなぜ必要なのかを考え、その行動を取らずに済む環境や対応を提供す
ること、または代替えになる行動（何かを叩く行動を落ち着く手段としているのな
ら、頭を叩く代わりにまくらを叩いてもらう等）を提案することの大切さと効果を
先生のアドバイスから学びました。

こっとんはうす送迎車が新しくなりました

神奈川県共同募金会
より助成を受け、送迎
車を購入しました。

ありがとうございま
した。

オンブズマン来所

６月２３日（水）、
オンブズマン２名が来
所し、わたげの利用者
や支援の様子を見てい
ただきました。
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し、空き袋や空き容器も大量に出てきました。職員も少し驚いたというのが正直な所で

すが、一つ一つ必要な物か、ゴミかを丁寧に分けていきました。判断が難しい物は「こ

れはどう？」とご本人に聞きながら行いました。殆ど「捨てますよ」と答え、大部分を

ゴミとして処分する事になり、7 ～ 8 キロあった鞄は 0.8 キロまで軽くなりました。全く

いやがる様子はなく、終始スムーズに分別作業は終了しました。事前に予告したことも

重要でしたし、ご本人もその機会を待ち望んでいたのかもしれません。自閉症の方がよ

く言われてしまう決め事とかこだわりとかではありません。それはこちらの思い込みで、

単にきっかけがつかめなかっただけではないでしょうか。

整理したカバンの維持

鞄がある日突然一杯になったわけではありま

せん。彼はちょっとしたものでも鞄に入れる事

が習慣のようになっています。その行為自体を

止めたりとがめたりする必要はないと考えま

す。ただ、また財布を出す時に焦ったり困る事

にならないよう、一定量が貯まったら整理する

事にしました。とはいっても毎日職員が鞄の中

身をチェックする訳ではありません。ご本人が

入れておきたい物も当然あるでしょうし、誰し

も鞄を他人に覗かれるのは気分のいい事ではあ

りません。プライバシーの問題であり、職員は

その点を十分配慮しなければなりません。そこ

で、私たちは毎朝鞄の重さを量ってもらう事に

したのです。鞄の重さチェック表を作成し、ご

自分でチェックしてもらう事にしました。キロ

数の横にチェック欄があり、2.5 キロを超える

と再度職員と整理する事を前回と同様文書にて

事前にお伝えしました。

Ｔさんへ お知らせ

5月6日木曜日からカバンの重さチ

ェックを始めます。通所したら重さ

を量る場所に来て、カバンを体重計

に乗せて下さい。

体重計にカバンを乗せたら、重さ

の所にペンで丸をつけてください。

カバンの重さが「合格」の数字で

あればＯＫです。もし、重さが「残

念」であれば、午後、職員とカバン

の中身を整理します。

鈴井さんも庄司さんも梶原さんも、

Ｔさんが自分でカバンの整理をして

ほしいと思っています。重さを量っ

てみて、「残念」に近づいてきたら、

自分の部屋で要らない物をゴミ箱に

捨てて来て下さい。

難しかったら職員が手伝いますの

で心配しなくて大丈夫です。




